
一＝〆で、寸！．

哩　　　 　　　　　　7』 　　　　■ 　．　　　丸’

；

1　　 　　　＝｝、3

1　　　　　　 〔・ て“　　1・∫　ぎ．縦　iYll　l9・縦

i　　　　　　　　　ぐ． 牢　　 尉・　　 転三∫　　ニミ：　　弓Cメ五

i　l脛焼隠一1・研究騨
i慈硅　添 llヱ：1 誤　認
i： 一三　i エ　　iΣ、孫　 じ　　 」：』・ 蒔　 i麟
i
博一員　　Sj　　 二：rざ』1　ト1：　　 二㌧・ ：　i9　　峠・’『
ヨ

1” 角7 ぎ童、i鋲
・1∫」

　：1

畷近，鋤児勝畷場において・卿し食指鞭勉

膿灘鰹る聴艶1驚響
　離乳を順調にすすめていく上で，排便がスムーズに行 『r

なわれないということは，大きな陣害となる。中には，

排便間隔がかなりとんで炉淀1も便は硬、ぐな孔機嫌も別

に悪くないといった乳児もおり，母親の杞憂にすぎない

ケース峡れるが・明らかに・乳及び離乳食噸と

量に関する不i適正によると思われる便秘も少なく存どよ

　　　　　　　　　　　　　　　　　レうに思われ融　　八　　　　し、
　そこで，今回はY今後6栄養指導の実際に寧立てるた

め，母親の訴え1無らい橘嘩頻曝、蝉に

よる構調整糖瞬る相連娼獅の便秘噸す
る実灘畔璽鰭＞＼ぞ、．1：：

　豆研虎方法ン、、〆づ雰、季7ゲー＼ご1。；
　　“、＿7／r〆タニ・』・小一ヤ7 ・つ、一〆　　　　　　　卜

　D慨’蜘象 三恐・落ツて 一 τ… ，；一 一丁

一i

　昭和鵠隼．4自がら同年陶尺をこなけズ，三総含母子保健セ

ソター愛育病院で田生した乳児のうち，健康診断のため

に，保健指導部に来部した乳児，3侃名』∴いF庶（じ

＞12ン研二究、方法：・1ル・・』∵ン㌦「』rシ』』ぐ冨i一 ・1’・

矯健診に来部（し光乳児の予診カルテ．よ。り；』乳堤期各月齢

における便の性状と回数， 乳汁栄養法1こ、入工栄養児の場

ヌ合はll ｝・使用iした婦凋・クの種類夢：・お』よ その乳汁乱日摂取

量19乳以外の水分1き 離乳期の楊合は離乳食の回数など）を

集計し，母親の舐えによる便秘と栄養諸条件との関係を

検討1した♂　脈さヒ　：』二r　l　3　・1∴a　諾1』・∵

　　　　　　　　　　　　，．～・ 、．

1，1♪ぷ1・一‘！il哩）・「

三黒・ll黙卑績界弟考寧・1』』1
1鴛∫1

酎
』な 三．．．．

燃q）1・対象児rの月一齢別検診回数C弓τ』∴』・ 　l、1、1日τ＝．∵△、》

覇齢身腱診延回数は瀦俵の通り・で濁象児の細7％

が一1孝1月健診に来部1してV）るが読以後，ヤユケ月毎∫・或い

』離乳のす寛φ寿F関穿う研窄

、
ll！　　さ　 』ぷ　じ1ド　逮　　暴　㎏ド　試

～架養措導時にみ塑静酋便秘につ粋てん
1、

三1　　　　　■ り甲こ”　　　 ㌧　　　　　 u甲il」 　　　、〔l　　　　　k㌧1‘F　　　　　　　 コリニ　　　ド　　　　　　　　　　 　　　　　

！冷　　 3』“　　」’マ　　　　　　　　y

己・S：　　　 　l：ll・　　儲）

遷吟節 畜直本妙玉
書弊欝 i鷺　　　ひ
乙　1＝』9・陥　　 　　　　マ
3　　　 2．1獣　　目電　　　　　　　　　　　　オ

・．llは2想 3ケ月で》蘇グ月毎琴来部受診している者が季為た

一．⑳，2囲ケ恥更に7柳ケ月と受瀦数は轍し・1

　12ケ月 に僅かな増加を示した。　　　　　　　二l

　　　l　　 　　　1（1　　 　一 1　 砿

1第 1．薫月齢購診延購 』

週『　，、 腕1
や7．、

健診琿致一 ％．

　　　　　　一　、　“　』　 r　　冨　　■「

2「」・二　　　八

　　　291人
1髄罫・

　　96．7『r駕』レ1＝1“㍉二

　49‘2 ’

』r 3　　　ふ1』1
［唱『『・ユ50（・『・二 幻ミ49∫3一∵

4 〆’ 、130』ン ・』・．45」2ご
・r 』

5 1Q鋭＝．シ σン1き黙34．29

6！一ゴ　1』ぎ
、、㌦、

143 lv 』＝47・15訳

7・一　　ヂ 　F ’．、・

69
・ト

、22・9，’〉、、

唱 冗ノ＼　r　　　　いr、 疋 ヤ　、　「　　　　　　　　　　　　）

、侵．段3ン’公

こ、

　10
・ラ廷’ vlパ　　　零’
　11

　　　84
83

［隠㌧67
．

二

　　27。9二』　　r　　　　　　！ト

　』 終弓

1210

』’ 2ノ 75r’
・2419』）

21

、　㌧

・，379 ／＼
！、第揮選誇甲獅峻布1「

巳 ／＼
＝1ノイ

、ゆ受．診1 「回』で数 二． 「例1． 数㌧ 』 ： ミ％ド弾）－

～・玉ゴ・　回 ’21…人㌧’・
』＝ が毘

2 29 9，6ゲ’

譜溶：
211 』1『7』0∵1

聖1r

ミ4、『：’ 52ひ一 ．ユ7．3ン、メ

r9．1⊃5 141一 ご　 13．6r、、

・6
62 2Q・β路、

　 7』

　　 、r1、ドr』　　　

ri
～・ ・二

1．、9㍗　　ニシご

1　　　　。

「ρ11 一』いr

　　34、

　30

　　1
　工』

　・真1・3

、　、

　t3』0∵　　　ノ謬i　o，3・㍉一へ㌦－、♪、雌

r㌧

　Irり

・　　一　　　　 　■

　　計
301

、、

≡『「ロ，、様

100．0　　　＾へ

一69一



日本総合愛育研究所紀要 第17集
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児の状態で明ら、かに判断矯きる庵のにづいて漏食餌の面

からまとめてみた。（第8表〉，採用された改善策が直接効
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を奏したものであるかどうかは明らかでないが，食餌の

上では，果汁，果物を与えて改善された例が最も多く，

ついで，ミルクの種類をかえた例が多い。この，使用ミ

ルクを変えたら，便性が改善されたという例について，

母親の訴えをまとめてみると次の通りであった。

　・FMSを替えた

　　→G8にしたら便が軟くなった

　　一〉P7Lにしたら排便が毎日になった

　　→ペラゴソにしたら排便が毎日になった

　・S磁Aを替えた

　　→FMS壱こしたら緑便解消した

　　→G8にしたら緑便解消した

　　一〉P7Lで便秘解消した

　・P7Lを替えた

　　一〉FMSにしたら便秘解消した

　このように全く逆の場合で，硬秘が改善している例が

あり，これについては，ミルクを受け入れる乳児の体質

が，使用ミルクによる便性の違いに，かなり影響を及ぽ

している可能性も考えられる。

W　ま　と　め

保健指導部の乳児検診に来部した乳児301例につき，

カルテからの集計によって，月齢別，一 養法別に硬便の

発生頻度，および，排便回数状況を検討し，次の結果を

得た。

　1）月齢別の硬便発生率について，対象児を全体的に

みると，離乳開始の頃より増加しはじめ，7ケ月時にピ

ークの21。7％に達した。

　2）母乳栄養児では，　1～2ケ月健診時に硬便を訴え

るものは皆無であったが，5ケ月頃より増えはじめ，7

ケ月時に26。7％と最高の発生割合を示した。

　3）人工栄養児の場合には，生後1ケ月より高い発生

率を示し，1時減少するカ｛，再び上昇して，4ケ月が最

高で37．2％に達した。その後減少し，9ケ月には5％を

下まわった。

　4）母乳又は処方乳を牛乳に切り替えた乳児の場合

は，その直後に硬便状態を示すものが多かった。

　5）使用ミルクの種類別では，sMAで，硬便状態を

示すものが最も多かづた。

　使用例は少なかったが，G8，レーベソス60に，硬便

発生率が低かった。

　G8，P7Lでは他のミルクに比較して，軟便傾向を示

すものが多かった。人工栄養児の排便回数は，平均する

と，月齢の低いものに少ない傾向があった。

　G8の場合は，1～4ケ月の間でみると，排便回数は

少なくとも1日1回，あるいは，それ以上であった。
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